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光陵会 会長 太田 秀和

生まれ変わる光陵に

光陵が中高一貫教育におい

て横浜国立大学附属横浜中学

校と連携するという記事を拝見し

ました。素晴らしいことで、大歓迎
ですЭ

従来の体制を時代の流れに合わせて変えることはたい

へんなエネルギーが必要です。私は私の属しているプロ

野球の小さな組織を社員とともに力をあわせて、眼に見

える形で変えることに取り組んでいます。このことを実行し

ている過程で気づいたことは、「基本に立ち返らないと変

わらない!」 という初歩的なことでした。基本に戻らなくては

ダメだ、ということになるとこれは大手術になります。社員

全員の意識を変えることからのスタートになるのですから。

大切なものを失わずに時代の流れの変化に対応するこ

とはたいへん高いハードルですが、社員たちと力をあわせ

て変えていきます。

連携型中高一貫教育を行う高校として光陵が生まれ

変わるのですから、良き伝統を失わずに進化して欲しい

ものです。我々プロ野球界も「興行の世界」から「健全で

公共性の高いスポーツ」という時代の流れに対応させな

くてはいけません。光陵が時代の変化に対応しつつ、ま

すます輝き続けてもらいたいと、切に願っております。
この『ごんた坂』は光陵の若き卒業生たちがボランティ

アで汗を流して作成しています。スタッフの皆さんに心か

ら感謝しております。

第 12号 (1)

光陵高校 校長 柴田 哲
2007年 6月 25日 は光陵高校
にとって第2の倉J立記念日とでも

言うべき日となりました。県教育

委員会が「中・高・大連携による

新たな教育実践モデル」の基

本構想案を発表したからです。

横浜国立大学および附属横浜中学校と光陵高校と

いう「国立と県立が相互に乗り入れる」この連携プロ

ジェクトは、異質な文化を背負った集団と個性が、互い

に深く影響しあいながら切磋琢磨して力強く成長し、視

野が広く常識力に富む次代のリーダーとなる人材を育

成することを目指すという画期的な発想で、全国的な

注目を浴びることになりました。6年制の中等教育学校

や附属中学校を併設する中高一貫とは異なり、敢えて

構成員が混在することを選んだ柔軟でダイナミックな教

育一貫化の試みは、まさに公立進学校にふさわしい取

り組みとして新たな地平を切り開くものであり、公立復

権への確かなアプローチとして、本校が担う役割に大き

な期待がかけられています。

昨年度、創立40周年記念式典を挙行して、今日ここ

に至るまでの輝かしい教育成果の中間まとめを実施し

た光陵高校は、今年度は更なる飛躍を予感させる新し

い一歩を踏み出すことになりました。同時にそれは創立

以来の本校の「悲願Jの実現へのスタートでもあります。

本校を愛する卒業生の熱い思いに応えるべく、持てる

力のすべてを結集して、さらに輝かしい「光陵」の育成

を目指したいと思います。
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女子制服が変わりました!

今年度から、女子の制服が従来のジャンパースカート

タイプに加え、ベスト部分のないスカートタイプの2種類か

ら選べるようになりました。上着を着用した状態では、見

た目に変化はありません。

今回の変更は、生徒からの強い要望を生徒会が働き

かけて実現させたものです。従来のジャンパースカートタ

イプは、肩に負担がかかり重たい_Lに、暑いなどの問題

点がありました。変更後はベスト部分のないスカートタイプ

の方が人気のようです。

また、Yシャツだけでなく、ポロシャツ(色は自のみ)も着

用可能になりました。大幅な変化はないものの、気候の

変化などに伴って、制月晨も変わってきているのです。
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今年も尭磯高校にて、総会が開催されます!
来る 11月 24日 (土)に光陵会総会・懇親会を開催いたします。例年大好評をいただいて
おりますが、今年も母校・光陵高校での開催が決定いたしました。

9期、 14期、 19期、 29期卒業生は全員集合 !!
今年、ご卒業30年、25年、20年、10年にあたる「9期、14期、19期、29期」の皆様には「卒業アニバー

サリー期」として特に多くお集まりいただきたく、当時担任をされていた先生にご出席をご予定いただいて

おります。お世話になった先生を囲んで、思い出話に花を咲かせてください。

☆2次会にクラス会・同期会☆
懇親会後の 2次会にクラス会や同期会を開催するのはい
かがでしょう?会を開きたくてもなかなか機会が無い、という

方も年に一度のこの機会に会を開いてみてください。光陵会

ではクラス会や同期会開催に関するサポートも行っておりま

すので、「会を開こう」と思い立ったらお気軽にご連絡くださ

い。来年のアニバーサリー期にあたる「10期、15期、20期、30

期」卒業生の方などは、今から来年の準備をしておくのも良い

かもしれませんね。

:  石渡先生による記金講演  !
今年は9期の担任をされていました、石渡哲男

先生にご講演いただくことになりました。石渡先

生は光陵に平成13年度から3年間校長として在

任され、若い期の会員の皆様にも剛1染みの深い

先生で現 現在は総合学園ヒューマンアカデミー

横浜校校長であり、現役の教育関係者の視点か

ら興味深いお話をしていただく予定で現

○

○

総会
。日時 平成 19年 11月 24日 (土)14:00

(13:30よ り受付)
・会費 無料
・場所 「光陵高校 第1視聴覚室」

(横浜市保土ヶ谷区権太坂1-7-1)

上履きは各自でご用意ください。

懇親会
。日時 平成 19年 11月 24日 (土)17:30

(17:00よ り受付)
・場所 「ワークピア横浜」

(横浜市中区山下町24-1)

。会費

特別会員 (現旧教職員)・ ・ ¥5,000
-般料金・・・・ おひとり ¥7,000
夫婦料金・・・・ ご夫婦で ¥10,000

学生料金・・・・ おひとり ¥3,000

※夫婦料金は、パートナーの方が光陵卒でなく

ても結構です。

※高校生以下のお子様は無料ですので、是非、

ご家族でお越しください。

※ご不田な点は光陵会ホームページをご曹ください

hltp: / / www.koryokai.jpl
staff@koryokai.jp

くアクセス方法>
みなとみらい線 日本大通り駅 徒歩  2分
京浜東北線   関内駅    徒歩 15分
横浜市営バス

26系統 。大桟橋駅下車
8・ 58。 125系統 。神奈川自治会館前下車

∫ お手数ではございますが、ご都合の程を同封のハガキ

]にて 11月 14日 (水)までにお知らせください。また、当
霧日の飛び込み参加も受け付けております。その場合、左

‡記のアドレスまでご連絡いただければ幸いです。
筆 なお、当日は駐車場所をご用意しておりませんので、
最お車でのご来場は固くお断り申し上げます。

|(光陵高校から懇親会会場までの交通手段は光陵会で
継用意いたします。)Ｒ一　ｅ̈ｍａ

<ワ ークピア横浜 案内図>
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光陵生がちょっと将来について考える時間。それが「キャリアガイダンス」です。

一昨年度に初めて設けられたものですが、好評につき昨年度も引き続き行われました。

「キャリアガイダンス」とは…?

総合的な学習のBttPD3(光 陵ユニバース)に行われる光陵高校独自のキャリア教育のひとつです。社

会に出て活躍している光陵高校の卒業生が現役生に自身の職業について講演をするという形式で、

今年は文系 理系問わず幅広い業界から19名の方が協力してくださいました(職種リスト参照)。 生徒

たちはこの中から興味のある講演を自由に2つ選び、指定の教室でお話を聴くことにむります。

私が聴講させていただいた広告代理店

の方の講演では、実際のTVCMの映像や

新聞広告などの資料を用いながら、広告業

界のリアルな姿をお話ししてくださいまし

た。他の教室でもパワーポイントや講演者

オリジナルのレジュメなどを駆使して、多彩

な講演会が開かれていたようで丸 生徒た

ちも講演者の方の熱意に応えるように集中

して聴き、メモを取るなどしていました。将

来について現実的に考え始める年代であ

る光陵生にとっては、大変有意義な時間と

なったことでしょう。

今後も続けてキャリアガイダンスが開

催できるよう、光陵会ではご協力いた

だける方を探しておりま丸 もし現役生

にご自身の職業について講演していた

だける方がいらっしゃいましたら、是非

光陵卒業生人材バンクヘのご登録をお

願いいたします。ご登録いただいた方

には、キャリアガイダンスをはじめとす

る光陵高校のキャリア教育へのご協力

のお願いについて案内状を送付させて

いただきますЭ

(曇言瞼niて巽卜蝠糀胴なL頴 [、たに)

一■
■
謗
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ソフトウェア開発手法

の研究、指導

組織開発コンサルタント&
IT金融サービス

整形外科医、
スポーツドクター

大学教授

(日本美術史:彫刻史専攻)

理学療法士 プライベートエクイティ投資業

新聞記者 裁判官

自動車関連会社 ソフトウェア開発

英語の講師、通訳・翻訳 広告代理店勤務

アクチュアリー(保険数理士) 銀行員

総合商社 パイロット

弁理士 歯科医師

治験コーディネーター
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光陵高校の

教‐育制度‐変革
～キャリア教育 進学1重点校■運1携1型1中高一貫教育～

38期 金子周平

去る6月 26日 付の新聞は、一様に光陵高校の連携型中高一貫教育について報じました。「国立と県立

で中高一貫 (読売新聞)」「中高大で教育連携 (日 本経済新聞)」「中・高。大が連携へ (毎 日新聞)」 などです。

これらの記事は、6月 25日 に行われた県議会 (文教常任委員会 )の説明ならびに記者発表を受けたもの

でした。この記事を読んで、「光陵高校が横浜国立大学の附属高校になった」と思われた方も大勢いたこ

とでしょう。しかし、今回の改変は単純に横浜国立大学の「附属高校」になるのとは異なった内容になっ

ています。

詳細は、光陵高校の公式ホームページ(uRL httpノ /www.kOryo― h.pen― kanagawa.ed.jp/)に 載ってい

るのでそちらに譲ることとしますが、簡単にその内容を以下に記します。

このたび県教育委員会は「かながわの中等教育の先導的モデル」づくりの推進を目指し

て、光陵高校と横浜国立大学附属中学校との連携を軸にした基本構想案を発表しました。

これにより、光陵高校は今年度から

1.キ ャリア教育実践推進モデル校

2.学力向上進学重点校

3.連携型中高一貫教育

という、3つの大事業を総合的に展開する先進的教育拠点としての重責を担うことになりました。

1。 キャリア教育実践推進モデル校

「キャリア教育」とは「キャリアガイダンス」に代表される、高校を卒業してからの進路に

目を向けた学習で、平成17年度から実施しています。キャリア教育に協力してくださる卒業生

を登録した「人材バンク」への登録者数も年々増加しており、豊富な人材を卒業生に擁する光

陵高校において、この事業は着実に成果をあげていると言えるでしょう。
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2.学力向上進学重点校

本年5月、光陵高校は県下の有名進学校と並んで「学力向上進学重点校」の10校の中に選ば

れました。この選定を受け、光陵高校では来年度より90分授業を実施します。「進学重点校」

に選ばれた10校のうち約半数の高校では65分授業を実施していますが、これほどの大変革に

打ち出るのは光陵高校だけだそうです。では、なぜ今授業時間の延長といった試みがなされる

のでしょうか。それは時代の流れと共に、「新たな学力」が必要とされてきているからです。

◎90分授業の導入…社会が要求する能力の育成

日本は従来、「知識・理解」偏重の教育をしていました。しかし、実社会に出たときはそれ

に加えて、テキストや資料を「解釈 。活用」する能力が必要になってきます。こうした能力を

伸ばすことが今回の制度改革の大きなポイントとなっています。

テキストや資料を「解釈・活用」する能力に関しては「知識 。理解」が前提にあるため、現

行の授業時間では能力を伸ばすには不十分です。また、生徒たちが意欲的に授業に取り組むよ

うにならなければ意味がありません。そのためには、教員が一方的に授業を進めていくという

現行の方法ではなく、生徒たちがプレゼンテーションを行ったり、調べ学習を進めたりできる

ような授業展開をしていく必要があります。そのため90分授業を導入することになりました。

この90分授業の導入に際して、教員側も着々と準備をしています。授業時間が倍になるから

と言って、単純に2コ マ分の授業をやる、というのではまったく意味がありません。いち早く

授業内容等の抜本的改善を行っていた附属中学校へ研修に行くなど、新たな教育指導のあり方

を模索しているのです。

3。 連 携 型 中 高 一 貫 教 育 …一 貫 教 育 の必 要 性

それでは、なぜ光陵高校が附属中学校と連携するに至ったのか。これは一言で言えば、一貫

教育にしたほうが効率が良いからです。現在はほとんどの自治体が、小学校6年、中学校3年、

高校3年制を採用しています。この年月とともに学校を移り変わっていくシステムは、新たな

出会いを生むと言うメリットがありますが、逆に言えばそれぞれの学校で学んできたことがぶ

つ切りになる可能性があります。私立学校では、幼・小 。中・高 。大と一貫した教育体制を

とっているところが少なくありませんが、なぜそうするのかは火を見るより明らかでしょう。

現在求められている「新たな学力」を育むために、国の教育機関である国立大学および各種

附属学校では、その実現に向け様々な取り組みが行われてきています。一貫したプログラムと

しての成果を検証するためには、両者を繋ぐ学校の存在が不可欠です。しかし、神奈川県には

国立大学と附属中学校との隔たりを埋める附属高校が存在しません。

そこで、自羽の矢が立ったのが光陵高校でした。これは、決して「元来光陵高校がそういう

目的で創立されたから」ではないでしょう。もちろん、そのようないきさつがあったことは歴

史的事実ですが、今まで光陵高校を巣立っていった卒業生、そして現在光陵高校で切磋琢磨し

ている在校生達の積み重ねによる結果、このような選択がされたのでしょう。
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光陵高校は附属高校になるわけではないのですから、単なる繋ぎ役を期待されているわけで

はありません。光陵高校なら附属中学校の取り組みを完璧に受け止め、その内容を発展させて

大学へ送る教育ができる、その成果を他の県立高校や公立中学校に連携型中高一貫教育のモデ

ルとして配信できる、と期待されているのです。

◎募集人員

では、「連携」と一口で言っても具体的に何が変わるのでしょうか。光陵高校が関与するプ

ロジェクトは様々な連携型中高一貫教育の試みのひとつですが、その中では最も連携システム

が緩やかです。ここのところ光陵高校では毎年6学級規模の定員募集で入学者選考を実施して

いますが、この点については今後も変更はありません。形式上は、平成24年度から附属中学校

より40名 の入学生を別枠で迎え入れ、実質的に一学年7学級規模の展開になるだけのことで

す。別枠で迎え入れるからといって、その40人を一クラスにまとめ特別授業をするようなこと

はありません。出身中学校を問わずクラス分けをする点は今までとなんら変わりありません。

◎授業内容

授業内容は前述の通り「新たな学力」を育むべく、附属中学校で行われている教育を受け止

めそれを発展させるためのものに変わっていきますが、他の中学校からの入学生をないがしろ

にするわけではありません。それらの生徒は附属中学校出身の生徒たちに感化され、また逆に

影響を与え、ますます「新たな学力」を伸ばしていくことが見込まれます。そして、そのため

の90分授業の導入であり、生徒参加型授業への変革なのです。

◎特別学習・キャリア学習

また、特別活動やキャリア学習などの面でも様々な連携が取れることが考えられます。例を

あげれば、両校の生徒会同士のリーダーズ研修会や、共同のボランティア活動、体育祭 。光陵

祭・学音祭などの学校行事での交流。さらには相互の教員による交換授業や、光陵生による附

属中学生へのガイダンスなどがあげられるでしょう。これは、光陵高校単独では到底実現する

ことが出来ない貴重な体験であり、幅広い人間性を育む一助になるでしょう。

◎横浜国立大学との連携

横浜国立大学とはどのような連携がとられるのでしょうか。光陵祭に先立って光陵会が現役

生を対象に行ったアンケートでは、各学年とも国公立大学では「横浜国立大学志望」が圧倒的

多数を占めていました。附属中学校からの特別枠入学制度は前述のとおりですが、それに相当

するものが光陵高校から横浜国立大学に対しても設けられるのかというのは、現役生・卒業生

ともに最も気になるところでしょう。結論から言えば「検討中」とのことですが、その他にも

横浜国立大学では、大学における講座への光陵生の積極的受け入れや、大学生によるガイダン

スなどが考えられているようです。
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せっかく附属中学校や横浜国立大学との連携を築いたのだからこれを活用しない手はありま

せん。今年度中にも生徒 。学生・教員の交流などが開始される予定です。しかし、交通の便の

問題から、各校間の移動には一時間近くかかります。これでは、毎日7時間授業が組まれてい

る現在の状態では交流はかなり限られたものにならぎるを得ません。そこで、来年度からは90

分展開の利点を活かして時間割を大きく変更し、毎週水曜日の午後は放課となります。この時

間を利用して生徒は大学の授業を聴講したり、課外活動で附属中学校と交流したりすることが

可能になります。

この度の連携型中高一貫教育における附属中学校との連携を含む三大事業は、決して単体で

の取り組みではなく密接に絡み合って効果が発揮されることでしょう。また、そのため連携の

効力がどこまで及ぶのかなどは未だに見通しが立っていない点も多いようです。しかし、見方

を変えれば無限の可能性を持っているとも言えます。

連携の一報を受けた人の中には「光陵高校が変わってしまう」と感じた方も多いことでしょ

う。また「そんなの嫌だ」と思われた方もいるかもしれません。しかし、時代の流れの中で求

められる能力は変化していき、それにつれて教育体制が変化することは必然です。もちろんそ

の変化は「進化」でなくてはいけませんが、私たちはそれを「悪し」と捉えるのではなく、で

は自分たちには何が出来るのか、と歩み寄ることが重要なのではないでしょうか。私見ではあ

りますが、私たちに出来ることはまだたくさんあるはずです。これから光陵高校が迎える変化

の時代を、私たちの力で支えていけたら素晴らしいことではないでしょうか。

=■
1ヽ1ミ素

光陵会幹事会では、事務局組織の活動を円滑にするために、役員体制と会計年度について検討を進め

てまいりました。その結果、以下のように会則を改正することが妥当であるとして、光陵会会則第 21条

(※ )に基づき、昨年度第 2回幹事会 (9月 )にて発議され、総会 (11月 )にて承認されました。

改正前

第 5章 幹事会
第14条 幹事会は委任状を含め、全幹事の5分の1

をもって定足数とする。

第 6章 役員会
第15条 本会に次の役員をおく。
名誉会長 1名  会  長 1名  副 会 長 数名
監  査 2名  理  事 数名  顧  問 数名
事務局長 1名  副 局 長 2名  会  計 1名
会計補佐 2名  書  記 1名

改正後

第 5章 幹事会
第14条 幹事会は委任状を含め、全幹事の10分の1

をもって定足数とする。

第 6章 役員会
第15条 本会に次の役員をおく。
名誉会長 1名  会  長 1名  副 会 長 数名
監  査 2名  理  事 数名  顧  問 数名
事務局長 1名  副 局 長 2名  会  計 1名
会計補佐 2名  書  記 2名

(※ )第21条 会則の改正は幹事会の出席幹事の3分の2以上の賛成で幹事会が発議し総会にて出席者の3分の2以上の
賛成を必要とする。
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1部||■名| 関東大会予選会| 高棲総体県予選 儀一の一そ

サッカー 県ベスト26 全国サッカー選手権大会 県ベスト24
U-17 2部  ブロック4位

バドミントンC弓 ) 地区団体 4位 地区 シングルス4位
ダブルス 7位

総体学校対抗予選 Cブロックベスト8

囲碁 全国囲碁選手権県予選 ベスト8
県高校囲碁大会 ベスト32

演劇 県高校演劇発表会 県大会 優秀賞
春季演劇発表会 最優秀賞、
最優秀演劇賞、優秀演劇賞、スタッフ賞

国立大学

学1校1名 総数 現 役

小樽商科大学 1 l

北海道大学 2 l

筑波大学 6 4

千葉大学 3 1

電気通信大学 l 0

東京大学 1 0

東京外国語大学 1 1

東京学芸大学 3 1

東京工業大学 2 2

東京農工大学 2 l

一橋大学 l 1

横 浜 国 立 大 学 8

山梨大学 l 1

静岡大学 2 0

京都大学 l 0

愛媛大学 l l

九州大学 l 0

合 計

私立大学

学校1名| 総数 現役

国際医療福祉大学 4 1

青山学院大学 17

学習院大学

北里大学 6

慶應義塾大学 19

国學院大学 8 3

駒澤大学 7

芝浦工業大学 ll 4

昭和女子大学 5 3

L智大学

成膜大学

成城大学 9

専修大学 17 12

中央大学

東海大学 9 4

東京家政大学 5 4

東京女子大学 7 7

東京電機大学 9 7

1学校名 1総数| 襲役|

東京農業大学 9 4

東京理科大学

日本大学

日本女子大学 7 6

法政大学

武蔵工業大学 8 4

明治大学

明治学院大学 17

立教大学

早TIB田大学

神奈川大学

東洋英和女学院大学 4 1

フェリス女学院大学 6 4

その他

合計

公立大学

学校名 総‐数 現1役

首都大学東京 l 0

横浜市立大学 9

神奈川県立保健福祉大学 3 3

都留文科大学 1 0

合 計

その他

校1種 総1数 現役

短期大学 2 2

各種 専門学校 4 1

【平成 19年 3月  退職 転Jl者】
教  ・ ll   細川 秀夫  (1年 )
国  語   阪井田山紀子 (11年 )

国  語   安西 功  (5年 )

社  会   小崎 裕之 (12年 )
社  会   国分 早苗 (11年 )
社  会   戸田 崇  (8年 )

社  会   浅田 亮  (1年 )

理  科   前田
理科 情報  磯貝
芸  術   吉田
英  語   久永
事 務 長   高村

鶴見総合高等学校 (校長 )

永谷高等学校

水取沢高等学校

湘南高等学校

IIk生 総合高等学校 (再任用 )

総合教育センター 教職研修課
相模原総合高等学校 (臨任 )

横浜翠嵐高等学校

大和南高等学校

白山高等学校

高校教育課 教育指導
教育員格 課 施設整備班 (主幹 )

【平成 19年 4月  新着任者】
副 校 長  千葉 強   六 ソ川高等学校 (教頭 )
国  語  山田 秀二  大師高等学校
社  会  西村 和之  横須賀工業高等学校
社  会  須藤 智大  生涯学習文化財課
社  会  久保田和彦  生田東高等学校
理  科  加藤 賢治  和泉高等学校
理  科  仁藤  泰  青少年センター

芸  術  古澤  憲  /rd柄高等学校
英  語  村田 玲子  釜利谷高等学校
英  語  大川 智子
英  語  岡野かほる
事 務 長  宮下  智  歴史博物館 (企画情報部情報資料課長)

幸

宏

子

子

一

和

恵

靖

実

(9年 )

(6年 )

(10年 )

(8年 )

(2年 )
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光陵会賛助金芳名簿一一

‐ Iヽ
この度、光陵会運営のため賛助金を募りました。以下の通り、皆様の温かい

お心遣いをいただきましたことを深く感謝いたしますとともに、ここにご報告い

たします。

今後も引き続き、ご支援ご協力をお願いいたしま現

章 (2-1) 林  昭宏 (7-6)山 本 晋一 (8-3) 厚芝 和彦 (14-5)
宏明 (20-1)鈴木 篤史 (25-2)山口 陽三 (25-3)

趣
林
礁褥Ｖ

正夫 (4-1)

和彦 (6-4)

本

相

山

水

勉 (4-1)古 藤田謙治 (5-1) 大泉 正明 (6-4)
光子 (9-4)齋 藤 行広 (14-8)

抒

(収入の部)

入会費・終身会費  2,609,475

懇親会会費     390,000
賛 助 金     178,000
名 簿 売 L    36,000
前年度繰越金   15,641,973

(収入の部)

入会費・終身会費  2,400,000

懇親会会費     400,000
賛 助 金     20,000
前年度繰越金   15,879,639

合      言+      18,855,448

(支出の部)

通 信 費     916,271
印 刷 費     530,618
事 務 費      26,484
運 営 費     302,795
交 通 費  ‐   127,870
懇 親 会 費     459,274
HP運用費      8,400
40周年記念式典費  500,000
ビデオカメラ       104,097

合      言+     18,6991639

(支出の部)

通 信 費     950,000
印 届1 費     550,000
事 務 費     25,000
運 営 費     350,000
父  通  費         120,000

懇 親 会 費     450,000
HP運用費     20:000
備品購入費     400,000

てヽ      言+       2,975,809 合      言+      2,865,000

収 支 差 額      15,879,639 1又 ぢヒ;豊 客真      15,834,639

長

長△
ム

〈
ム

副

太田 秀和 (2期 )

大道 正夫 (4期 )

山本  勉 (4期 )
古藤田謙治 (5期 )

藤原 真人 (22期 )

柿崎 祐一 (25期 )

藤原 直人 (31期 )

高椋 敬之 (31期 )

関口 慎吾 (33期 )

L原  武 (25期 )
高橋 芳昌 (33期 )

美濃部好徳 (37期 )

播口 陽介 (36期 )

石塚 直登 (37期 )

増田 祐徳 (36期 )

佐藤 愛美 (36期 )

谷中絵理子 (38期 )

山田  悠 (35期 )
倉島 悠子 (38期 )

事務局長

冨1局 長

会  計
会計補佐
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賛勁1金の|ご協力をお糠いします|

毎年賛助金のお願いをしておりま九今年7月 31日 までに総計65,000円もの賛助金をいただき、

役員一同皆様のご理解とご協力に感謝しておりま丸 このことにつきましては光陵会運営資金残

高が1,000万円を超えていることから、さらに賛助金を募ることは疑間であるとの貴重なご意見も

いただきますが、近年の少子化に伴う生徒数の減少により財政が逼迫し、長期的な会の存続が懸

念されていま九 そのため、今年度も引き続き以下のように会員の皆様から賛助金を募ることにい

たしました。何卒、皆様のご理解とご協力をお願いいたしま九

なお、お振込みの際は期。お名前を明記していただきますようお願いいたしま魂

1.金   額  1回  1,000円  何日でも構いません
2.お支払方法  横浜銀行緑園都市支店  口座番号 :367-1187951 名義人 :光陵会

《会員名簿の取扱について》

光陵会の名を編り、会員の皆様の勤務先への問い合わ

せや勧誘。物品販売などが行われているようです。これら

は光陵会とは一切関係ございませんので、内容をご確認の

上、適切にご対応くださるようお願い申し上げま九

また、当然のことながら光陵会では第二者に会員名簿を

配布するようなことは一切なく、会員各位の情報が外部に

漏れることがないよう、細心の注意を払っておりま現 皆様

も名簿の取扱いには十分ご注意のうえ、外部への流出がな

いよう、ご西己慮ください。

光陵会は2004年に5年ぶりとなる新規名簿の発刊を致
しました。まだご購入されていらっしゃらない方で、ご購入

を希望される方は下記までご連絡をください。発送の手続

きを致しま魂 久方ぶりの同窓会に、ご協力できるのではな

いかと考えておりま丸 より多くの方のご購入をお待ち申し

上げていま現

宛先 :「光陵会ホームページ」 http:〃www koryokaijp/

「光陵会メールアドレス」 star@koryOkal ip

・・晃緩基冊:il∵|あぎ薬茜・

光陵会Webサイト(http:〃 kOryokai.jp/)も 、おかげさま
で今年で立ち上げて6年目となりました。一昨年よリサイト

を一新・リニューアル公開して一層見やすくなっておりま魂

年に一度の総会および懇親会の情報はもちろん、会報と

してお剛1染みの『ごんた坂』もより見やすくなって再登場し

ました。

また、今回の会報でも特集いたしました「キャリアガイダ

ンス」のための人材バンク登録もWeb上で募集しておりま
すそして以前から会報で募集している寄稿のコーナーを新

たに設置、皆様からのお便りをWeb_卜で掲載しております。

リンク集も大幅改良、光陵高校公式サイトをはじめ、部活

サイトも掲載。クラスサイトは申し込み制となりますので、管

理人の方は是非ご登録ください。

スタッフー同、より皆様に光陵高校の情報を提供できる

よう頑張りますので、光陵会 Webサイトをよろしくお願いい
たします。

《寄稿のお願い》

光陵会では皆様に楽しんでいただける会報を目指し、ス

タッフー同、日夜努力しておりま現 しかし、若い学生スタッ

フが中心となって動いていることもあり、どのような記事を

書けば良いのか、頭を抱えております

そこで、皆様に記事の元になるようなものを提供してくだ

さるようお願い申し上げます。「私は今、こんなことをしてい

ます」「光陵のOB・ OGでこんな活動をしている人がいる
よJなどといったものなど、どんな些細なことでも構いませ

ん。ご協力お願いします。「○○というのを開催していま

す」などの告知も募集していま現

また、光陵会のWebサイトにも寄稿のページを開設しまし

た。こちらにも同様に寄稿を募集しておりますので、会報

同様お気軽に下記「光陵会Jまでご一報ください。

皆様で会報をより良いものにしていきましょう。

※都合により、掲載のできない場合もあります。予めご了承ください。

宛先 :〒 240-0026 横浜市保土ヶ谷区権太坂1_7-1
神奈川県立光陵高校内「光陵会J

《同窓生向けSNSのお知らせ》
URL: http://www.koryo.gi.jp/く 流ラ″

~~~~~~

mail: koryo― kai―request@koryo.gr.jp
運 営:光陵会メーリングリスト(koryo.gr.jp)

今年は人手不足、原稿消失など数々のハプニングがあり

ましたが、そのような逆風も乗り越えて、無事会報を発行す

ることができました。

光陵会はボランティアの学生スタッフが中心になって運

営をしています 卒業後の光陵高校の輪を絶やさないため

にも、引き続き皆様のご理解ご協力よろしくお願いいたし

ます。

会報の発行に当たり多くの方々にご協力いただき、心よ

り感謝申し上げま丸 会員の皆様のご多幸をお祈りしつつ

あとがきに代えさせていただきま魂

第12号『ごんた坂』楽しんでいただけましたか?


